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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 4,466 6.5 227 19.8 186 29.1 103 △39.5

2023年３月期 4,192 5.5 190 21.2 144 27.1 171 61.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 78.58 - 14.2 6.8 5.1

2023年３月期 129.94 129.48 29.3 5.1 4.5
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 -百万円 2023年３月期 -百万円

(注) 2024年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 2,740 782 28.6 593.68

2023年３月期 2,753 672 24.4 510.26
(参考) 自己資本 2024年３月期 782百万円 2023年３月期 672百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 226 △46 △201 495

2023年３月期 47 10 △290 517
1

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2024年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2025年３月期(予想) - 25.00 - 25.00 50.00 54.9
(注) 2025年３月期（予想）第２四半期末に25.00円の特別配当の実施を予定しております。

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,264 3.7 100 △13.7 71 △25.7 48 △25.2 36.41

通期 4,568 2.3 217 △4.8 168 △9.8 120 15.8 91.02



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 1,318,748 株 2023年３月期 1,318,748 株

② 期末自己株式数 2024年３月期 289 株 2023年３月期 289 株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 1,318,459 株 2023年３月期 1,317,577 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと移行されたことに伴い各種の行

動規制が解除されたことにより、個人消費活動が活発化し景気は回復基調にありました。しかしながら、ウクライ

ナ情勢や中東情勢等の不安定な国際情勢や、物価の上昇による国内景気低迷への懸念等、経済の先行きは不透明な

状況が続いております。

このような経営環境の中で、当社が主たる事業としているリユース業界においては、物価上昇の影響を受けた節

約志向やSDGsに対する意識の向上からリユース品の需要は増加傾向にあり、市場の拡大・成長が続いております。

当社においても、トレーディングカード、楽器、衣料品などのジャンルを中心に需要が伸び、店頭販売、インタ

ーネット販売ともにたいへん順調に推移しました。

また、リユース品の買取強化、人材不足解消に向けた採用活動、社内研修整備を中心とした人材育成等に取り組

んでまいりました。

以上の結果、当事業年度の業績は、売上高4,466,984千円（前年同期比6.5％増）、営業利益227,865千円（前年同

期比19.8％増）、経常利益186,252千円（前年同期比29.1％増）、当期純利益103,602千円（前年同期比39.5％減）

となりました。

営業利益および経常利益においてはいずれも２期連続で過去最高益を更新しましたが、当期純利益につきまして

は税金費用が42,702千円増加したことおよび前事業年度において関係会社株式売却による特別利益36,122千円が計

上されていたこと、並びに「３．財務諸表および主な注記 （５）財務諸表に関する注記事項 （追加情報）」に

記載のとおり、当社従業員による不正行為の疑いに伴い、不正関連損失28,550千円を特別損失に計上したことから

前事業年度に比べて減少いたしました。

以上のような業績となりましたが、当社従業員による不正行為の疑いに伴い、本事案の調査、決算手続きおよび

会計監査人による監査手続き等に相応の時間を要したため決算の公表が遅れたこと、2024年３月期の配当予想に修

正（無配）が生じたこと、多額な特別損失を計上したことにつきまして、株主の皆様、取引先ほか関係者の皆様に

は多大なご迷惑とご心配をお掛けしておりますことを心よりお詫び申し上げます。今後このようなことが二度と起

きないよう役職員一同、真摯な努力をしてまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

（リユース事業）

リユース事業におきましては、トレーディングカード、楽器、衣料品などのジャンルを中心に需要が伸び、店頭

販売、インターネット販売ともに前年度を上回る売上高となったことで、既存店の売上高が前年同期比6.7％増と好

調に推移したことに加え、２月には北海道初出店となるホビーオフトレカ専門館をオープンすることができまし

た。また、リユース品の買取についても、店頭買取が好調であったことに加え、出張買取の強化や家財整理事業と

の連携もあり、前年同期比6.1％増と好調に推移しました。

以上の結果、当事業年度の業績につきましては、売上高4,463,428千円（前年同期比6.6％増）、セグメント利益

は471,034千円（前年同期比13.0％増）となりました。

当事業年度末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は以下のとおりであります。

（単位：店）

ブックオフ ハードオフ オフハウス ホビーオフ ガレージオフ 合計

店舗数 17 15 17
17
(+1)

1
67
(+1)

(注) １．ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

２．( )内は期中増減数をあらわしております。

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業等であります。

本セグメントの当事業年度の業績は売上高3,556千円（前年同期比1.6％減）、セグメント利益3,004千円（前年同

期比14.9％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当事業年度末における流動資産は、1,697,181千円となり、前事業年度末と比べて44,611千円の増加となりまし

た。これは、主に商品の増加32,644千円、売掛金の増加32,609千円および現金及び預金の減少21,153千円によるも

のです。

また、当事業年度末における固定資産は、1,043,815千円となり、前事業年度末と比べて57,266千円の減少となり

ました。これは、主に有形固定資産の減少53,101千円によるものです。

以上の結果、資産合計は前事業年度に比べて12,654千円減少の2,740,996千円となりました。

（負債）

当事業年度末における流動負債は、764,872千円となり、前事業年度末と比べて83,820千円の減少となりました。

これは、主に短期借入金の減少140,000千円、未払消費税等の増加28,746千円および未払法人税等の増加15,271千円

によるものです。

また、当事業年度末における固定負債は、1,193,378千円となり、前事業年度末と比べて38,829千円の減少となり

ました。これは、主にリース債務の減少41,646千円によるものです。

以上の結果、負債合計は前事業年度と比べて122,649千円減少の1,958,251千円となりました。

（純資産）

当事業年度末における純資産は、782,745千円となり、前事業年度末と比べて109,995千円の増加となりました。

これは、主に当期純利益103,602千円の計上によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、495,895千円となり、前事業年度末と

比べて21,153千円の減少となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの概況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は226,197千円となりました。これは、主に税引前当期純利益の計上155,462千円に

よるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は46,342千円となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出40,795千

円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は201,008千円となりました。これは、主に短期借入金の減少140,000千円、リース

債務の支払46,131千円によるものです。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 6.0 13.2 17.4 24.4 28.6

時価ベースの

自己資本比率（％）
16.6 25.1 21.4 27.8 31.2

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
－ 29.2 11.1 33.8 6.3

インタレスト・

カバレッジ・レシオ（倍）
－ 1.1 2.6 0.8 4.1

(注) 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．当社の各指標は、2021年３月期から連結子会社を有しないこととなり連結財務諸表を作成していない

ため、2020年３月期は連結のキャッシュ・フロー関連指標を記載し、2021年３月期より個別のキャッ

シュ・フロー関連指標を記載しております。

２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを利用して

おります。

４．有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としてお

ります。

５．2020年３月期は、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、キャッシュ・フロー対有利子負債比率

およびインタレスト・カバレッジ・レシオについては記載しておりません。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、個人消費およびインバウンド需要等によって景気は上向くことが期待されますが、

物価上昇や不安定な国際情勢、急激な為替変動といった景気下振れの懸念もあり、不透明な経済環境が継続すると

予測されます。

一方で、リユース市場についてはSDGsに対する意識の向上もあり、市場の成長が続くものと考えられます。

このような環境の中、翌事業年度（2025年３月期）の業績見通しにつきましては、売上高4,568,000千円（前年同

期比2.3％増）、営業利益217,000千円（前年同期比4.8％減）、経常利益168,000千円（前年同期比9.8％減）、当期

純利益120,000千円（前年同期比15.8％増）を予想しております。本業績見通しにおきましては、「３．財務諸表お

よび主な注記 （５）財務諸表に関する注記事項 （追加情報）」に記載する不正行為の疑いに伴い要した調査費

用および追加の会計監査費用の見積り額の合計22,788千円を見込んでおります。

また、当該不正調査のため2024年３月期期末配当を見送らざるを得ず無配となったことを鑑み、翌事業年度

（2025年３月期）の配当につきましては、2024年２月14日付「配当予想の修正（初配）に関するお知らせ」にて公

表いたしました配当額25.00円と同額を、2025年第２四半期末に特別配当として実施する予定としております。

なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しておりま

す。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 517,048 495,895

売掛金 127,154 159,764

商品 956,446 989,090

前渡金 366 545

前払費用 49,965 50,581

その他 1,587 1,303

流動資産合計 1,652,569 1,697,181

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 149,310 137,569

構築物（純額） 8,280 7,235

機械及び装置（純額） 1,537 151

工具、器具及び備品（純額） 93,896 84,987

土地 115,483 115,483

リース資産（純額） 310,214 280,193

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 678,723 625,621

無形固定資産

その他 1,380 1,380

無形固定資産合計 1,380 1,380

投資その他の資産

投資有価証券 34,797 41,739

出資金 20 30

長期前払費用 2,950 2,200

敷金 283,216 283,238

保険積立金 49,849 54,181

差入保証金 2,190 2,190

繰延税金資産 47,953 33,233

投資その他の資産合計 420,977 416,812

固定資産合計 1,101,081 1,043,815

資産合計 2,753,651 2,740,996
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,742 8,259

短期借入金 250,000 110,000

1年内返済予定の長期借入金 281,675 271,003

リース債務 45,827 50,063

未払金 89,702 75,956

未払費用 75,739 82,171

未払法人税等 23,854 39,126

未払消費税等 21,769 50,516

契約負債 5,487 7,955

預り金 5,016 18,542

前受収益 326 326

ポイント引当金 2,723 728

賞与引当金 39,828 50,224

流動負債合計 848,692 764,872

固定負債

長期借入金 588,970 587,443

リース債務 443,868 402,221

長期未払金 31,858 28,826

退職給付引当金 68,121 75,321

資産除去債務 97,371 98,076

その他 2,019 1,489

固定負債合計 1,232,208 1,193,378

負債合計 2,080,900 1,958,251

純資産の部

株主資本

資本金 335,903 335,903

資本剰余金

資本準備金 284,230 284,230

資本剰余金合計 284,230 284,230

利益剰余金

利益準備金 32,100 32,100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 10,018 113,621

利益剰余金合計 42,118 145,721

自己株式 △164 △164

株主資本合計 662,088 765,691

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,661 17,053

評価・換算差額等合計 10,661 17,053

純資産合計 672,750 782,745

負債純資産合計 2,753,651 2,740,996
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 4,192,472 4,466,984

売上原価 1,356,100 1,485,839

売上総利益 2,836,372 2,981,145

販売費及び一般管理費 2,646,151 2,753,279

営業利益 190,220 227,865

営業外収益

受取配当金 709 789

受取手数料 6,706 7,389

消費税差額 2,870 2,764

業務受託手数料 2,577 2,499

その他 4,670 2,781

営業外収益合計 17,533 16,224

営業外費用

支払利息 58,007 55,645

その他 5,508 2,191

営業外費用合計 63,516 57,837

経常利益 144,237 186,252

特別利益

関係会社株式売却益 36,122 -

特別利益合計 36,122 -

特別損失

減損損失 - 2,239

不正関連損失 - 28,550

特別損失合計 - 30,789

税引前当期純利益 180,360 155,462

法人税、住民税及び事業税 24,739 38,331

法人税等調整額 △15,581 13,528

法人税等合計 9,157 51,859

当期純利益 171,203 103,602
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 335,126 283,453 283,453 32,100 △161,184 △129,084 △164 489,330

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
777 777 777 1,555

当期純利益 171,203 171,203 171,203

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 777 777 777 - 171,203 171,203 - 172,758

当期末残高 335,903 284,230 284,230 32,100 10,018 42,118 △164 662,088

評価・換算差額等

純資産合計その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計

当期首残高 8,351 8,351 497,682

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
1,555

当期純利益 171,203

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,310 2,310 2,310

当期変動額合計 2,310 2,310 175,068

当期末残高 10,661 10,661 672,750
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当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 335,903 284,230 284,230 32,100 10,018 42,118 △164 662,088

当期変動額

当期純利益 103,602 103,602 103,602

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - 103,602 103,602 - 103,602

当期末残高 335,903 284,230 284,230 32,100 113,621 145,721 △164 765,691

評価・換算差額等

純資産合計その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計

当期首残高 10,661 10,661 672,750

当期変動額

当期純利益 103,602

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,392 6,392 6,392

当期変動額合計 6,392 6,392 109,995

当期末残高 17,053 17,053 782,745
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 180,360 155,462

減価償却費 74,602 76,042

長期前払費用償却額 2,200 2,250

減損損失 - 2,239

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,391 10,396

ポイント引当金の増減額（△は減少） 65 △1,994

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,331 7,200

関係会社株式売却損益（△は益） △36,122 -

受取利息及び受取配当金 △711 △791

支払利息 58,007 55,645

売上債権の増減額（△は増加） △14,740 △32,609

棚卸資産の増減額（△は増加） △112,767 △32,644

仕入債務の増減額（△は減少） △7,295 1,516

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,841 28,746

未払費用の増減額（△は減少） 2,809 6,396

未払金の増減額（△は減少） 2,505 10,826

その他 7,674 15,683

小計 143,686 304,365

利息及び配当金の受取額 711 791

利息の支払額 △57,551 △54,986

法人税等の支払額 △39,204 △23,973

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,642 226,197

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △26,986 △40,795

長期前払費用の取得による支出 - △1,500

投資有価証券の取得による支出 △329 △357

投資有価証券の償還による収入 1,000 1,000

関係会社株式の売却による収入 36,155 -

その他 280 △4,688

投資活動によるキャッシュ・フロー 10,119 △46,342

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △140,000

長期借入れによる収入 250,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △297,187 △312,199

長期未払金の返済による支出 △2,148 △2,677

リース債務の返済による支出 △42,707 △46,131

ストックオプションの行使による収入 1,555 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △290,489 △201,008

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △232,727 △21,153

現金及び現金同等物の期首残高 749,776 517,048

現金及び現金同等物の期末残高 517,048 495,895
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

【当社従業員の不正行為の疑いによる所在不明在庫について】

2024年５月に当社が営業する特定のハードオフ店舗において、従業員が顧客からの商品買取を偽装して買取代金

相当額を領得する行為（以下、「架空買取」という。）および買い取った商品を持ち出して私消する行為（以下、

「内引き」という。）を行っている可能性があることが判明いたしました。これを受け2024年５月17日において特

別調査委員会を設置し、本事案について調査を進めてまいりました。

2024年６月25日に調査結果を受領し、従業員１名による商品画像や顧客署名の偽装を伴う架空買取および棚卸結

果の偽装を伴う内引きの疑いにより、所在不明在庫があることが判明いたしました。

本事案による影響額は、所在不明となっていた棚卸資産の帳簿価額27,071千円および架空買取の疑いによる仮払

消費税1,478千円であり、これを合わせて不正関連損失として特別損失に計上しております。

当社は、特別調査委員会による指摘・提言を真摯に受け止め、再発防止対策の構築を含む内部統制の強化を進め

てまいります。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定および業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は商品・サービス別のセグメントから構成されており、「リユース事業」を１つの報告セグメントとして

おります。

「リユース事業」は当社リユースショップ「ブックオフ」「ハードオフ」「オフハウス」「ホビーオフ」「ガ

レージオフ」の運営事業であります。

(2) 各報告セグメントに属する製品およびサービスの種類

各報告セグメントの主な内容は以下のとおりであります。

セグメント 取扱商品およびサービス内容

リユース事

業

ブックオフ 書籍・CD・DVD・ゲームソフト等

ハードオフ
パソコン・オーディオ・ビジュアル・楽器・腕時計・カメラ・各種

ソフト等

オフハウス

ブランド品＆アクセサリー・家具・インテリア・ギフト・生活雑

貨・婦人服・ベビー＆子供服・スポーツ用品・白物家電・アウトド

ア用品等

ホビーオフ ホビー・トレーディングカード・その他玩具全般等

ガレージオフ
タイヤ・ホイール・カーオーディオ・パーツ・アクセサリー・カー

用品等

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と同一であります。

報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

損益計算書
計上額
(注)３リユース

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,188,857 4,188,857 3,615 4,192,472 - 4,192,472

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 4,188,857 4,188,857 3,615 4,192,472 - 4,192,472

セグメント利益 416,736 416,736 2,615 419,352 △229,131 190,220

セグメント資産 2,034,976 2,034,976 60,189 2,095,165 658,485 2,753,651

その他の項目

減価償却費 73,624 73,624 639 74,264 338 74,602

有形固定資産および
無形固定資産の増加額

65,824 65,824 - 65,824 - 65,824

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業および2022年４月

に終了したグリーン住宅ポイント商品の交換事業を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△229,131千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整658,485千円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、主に本社で

の現金および預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

損益計算書
計上額
(注)３リユース

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984 - 4,466,984

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984 - 4,466,984

セグメント利益 471,034 471,034 3,004 474,039 △246,173 227,865

セグメント資産 2,046,969 2,046,969 59,997 2,106,966 634,030 2,740,996

その他の項目

減価償却費 75,193 75,193 192 75,385 657 76,042

有形固定資産および
無形固定資産の増加額

24,590 24,590 - 24,590 590 25,180

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△246,173千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整634,030千円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、主に本社で

の現金および預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

リユース事業 計

減損損失 2,239 2,239 - - 2,239



14

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

前事業年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 1,146,175 1,146,175 - 1,146,175

ハードオフ 877,710 877,710 - 877,710

オフハウス 1,233,226 1,233,226 - 1,233,226

ホビーオフ 742,877 742,877 - 742,877

ガレージオフ 29,251 29,251 - 29,251

ロジスティクス事業 89,370 89,370 - 89,370

３Ｒ事業 70,245 70,245 - 70,245

その他 - - 59 59

顧客との契約から生じる収益 4,188,857 4,188,857 59 4,188,916

その他の収益 - - 3,556 3,556

外部顧客への売上高 4,188,857 4,188,857 3,615 4,192,472

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業および2022年４月に

終了したグリーン住宅ポイントの商品交換事業を含んでおります。
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当事業年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 1,144,052 1,144,052 - 1,144,052

ハードオフ 942,689 942,689 - 942,689

オフハウス 1,332,738 1,332,738 - 1,332,738

ホビーオフ 844,755 844,755 - 844,755

ガレージオフ 35,043 35,043 - 35,043

ロジスティクス事業 92,638 92,638 - 92,638

３Ｒ事業 71,509 71,509 - 71,509

その他 - - - -

顧客との契約から生じる収益 4,463,428 4,463,428 - 4,463,428

その他の収益 - - 3,556 3,556

外部顧客への売上高 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。
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(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 510.26円 593.68円

１株当たり当期純利益 129.94円 78.58円

潜在株式調整後１株当たり当期純
利益

129.48円 -

(注) １．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

前事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 171,203 103,602

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る当期純利益(千円) 171,203 103,602

普通株式の期中平均株式数(株) 1,317,577 1,318,459

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額(千円) - -

普通株式増加数(株) 4,633 -

(うち新株予約権)(株) (4,633) (-)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整
後１株当たり当期純利益の算定に含まれな
かった潜在株式の概要

第５回 新株予約権
普通株式数 5,790株

第５回 新株予約権
普通株式数 5,790株

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


